令和８年度科学技術分野の文部科学大臣表彰
「創意工夫功労者賞」受賞候補の推薦について
· 「創意工夫功労者賞」とは　
優れた科学技術は、トップレベルの技術関係者のみによって達成されるものではなく、各々の分野において、実際に工場等の現場で創意工夫に努力している関係者の幅広い基盤があってこそ、高水準の技術が生まれ育っていくものと考えられます。本表彰制度は、こうした観点から企業等において、職場で実際に創意工夫を行い、科学技術振興の基盤づくりに貢献している者を対象として昭和35年から行っているものです。
· 表彰対象
鉱工、農林、水産、運輸、通信、建設、保健衛生、電力ガス等の業務に従事する勤労者のうち、工場等における職長以下の工員、農林水産業従事者、医療補助者、研究所における研究補助員、技能職員及びこれと同程度の者であって、優れた創意工夫によって各職域における技術の改善向上に貢献した個人又は３名以内のグループで、令和８年４月１日時点で、同一の職域に通算して５年以上勤務している者。
□ 表彰内容
　　　候補者の職域における創意工夫（発明・考案に限らず、広く技術などの改良・改善を含む）によって、例えば飛躍的な作業能率の向上、製品の品質の向上、コストの大幅な削減、未利用資源の活用、作物の増収、品種改良、傷害防止、公害・災害の防止など、職域での技術等の改善向上に貢献した表彰受賞歴を有するなど実績顕著なものとする。従って、単なる永年勤続者、精勤者等は対象とはならない。
□　事務の流れ
　　①表彰受賞候補者の推薦　＜各企業　→大分県（推薦機関）→文部科学省＞
　　　※大分県あて書類提出期限：令和７年８月２２日（金）
　　　※県による文部科学省への表彰受賞候補者推薦の際、創意工夫内容についてヒアリング形式での
審査会を開催し、下記の項目に基づき審査を行います（令和７年９月上旬予定）。
　　　　　　○新規性、革新性　○QCD　○現場主義　○自律性
○社員のやりがい　○地域経済への波及効果
②表彰受賞者の審査・決定　＜文部科学省＞
　　③表彰式（令和８年４月） ＜文部科学省　→　大分県　→　受賞者＞　
　　　※賞は文部科学大臣名ですが、大分県庁にて伝達・交付（賞状、メダルの授与）を行います。
· その他
　 ・１事業所につき、応募数は６名以内かつ２業績以内とします。
　　　※複数人で行った取り組みでも、主体となって取り組まれている方のご推薦にご配慮願います。
・昨年度受賞者については、下記の文科省ホームページをご参照ください。
令和７年度受賞者決定　https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01503.html
